
尿沈渣　判定区分

種類 説明 判定 A B C D

赤血球＊ 腎尿路疾患および全身性の出血疾患の一部にみられます。判定は算定数(以下同様)です。 C～D 5未満/HPF 5-9/HPF 10-/HPF

尿路系の臨床

症状がある時

尿細管上皮細胞 腎臓内の尿細管上皮細胞が剥離したもので，腎臓疾患にみることが多いです。 D 1未満/HPF １-/HPF

尿路上皮細胞 腎臓の一部～尿管～膀胱～尿道の一部にかけての細胞が剥離しものです。 B 1未満/HPF 1-/HPF

扁平上皮細胞 外尿道口付近の上皮細胞が剥離したものです。 B 1未満/HPF 1-/HPF

卵円形脂肪体 ネフローゼ症候群などの腎疾患に伴って出現する脂肪顆粒を含む細胞です。 D 0/WF 1-/WF

細胞質内封入体細胞 尿路系の炎症時に出現する変性細胞です。 D 1未満/HPF 1-/HPF

核内封入体細胞 ヘルペスウイルス，サイトメガロウイルスなどのDNAウイルス感染により出現する細胞です。 D 0/WF 1-/WF

異型細胞 がんを疑う細胞です。 D 0/WF 1-/WF

円柱 円柱は辺縁が並行で両端が丸くなったもので、腎疾患の目安です。下記のように多くの種類があります。

硝子円柱 タンパクの一種が尿細管腔で貯留したもので，健常人でも激しい運動後にみることがあります。 B～C 0/WF 1-4/WF 5-/WF

上皮円柱 尿細管の傷害により剥離した尿細管上皮細胞が封入された円柱です。 D 0/WF １-/WF

顆粒円柱 顆粒成分（円柱内に封入された細胞が変性したもの）が封入された円柱です。 D 0/WF １-/WF

ろう様円柱 尿細管腔の長期閉塞により顆粒円柱が徐々に崩壊した太い円柱で，慢性腎不全にみることがあります。 D 0/WF １-/WF

脂肪円柱 脂肪顆粒や卵円形脂肪体を含んだ円柱です。尿タンパク量が多い場合にみられます。 D 0/WF １-/WF

赤血球円柱 腎臓（糸球体）で出血があった時にみることの多い赤血球を含有した円柱です。 D 0/WF １-/WF

白血球円柱 白血球を多く含んだ円柱で、糸球体腎炎や腎盂腎炎の活動が考えられます。 D 0/WF １-/WF

空胞変性円柱 円柱内に大小の空胞を認める円柱で、重症の糖尿病性腎症で多く認められます。 D 0/WF １-/WF

塩類・結晶円柱 リン酸塩や尿酸の塩類，シュウ酸カルシウム結晶などを封入した円柱です。 B 0/WF 1-/WF

細菌 細菌がみられ，尿路感染症が疑われます。同時に白血球がなければ問題はありません。 B － 1+以上

真菌 カビの一種で特別な治療を行わなくても消失しますが，糖尿病など免疫機能低下がある時は要注意です。 B － 1+以上

原虫 性感染症の原因となるトリコモナスなどの原虫がいます。治療が必要となります。 D － 1+以上

略語

HPF（high power field）、WF（whole field）

＊尿潜血と尿赤血球の判定が異なる場合は、尿赤血球の判定を優先する。人間ドックの時点では糸球体型赤血球と非糸球体型赤血球の区別は行わなくても良いが、

    再検査・精密検査の時点では実施が望ましい。
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白血球 尿路系の細菌性感染症にみられます。 B～D 5未満/HPF 5-9/HPF

10-/HPF


